
(57)【要約】

【課題】　亜鉛の回収や排ガスの無害化処理を安価に行

えるものを提供する。

【解決手段】　ロータリーキルンなどの高温加熱用の炭

化装置１に、雑多な一般ごみ、下水汚泥、産業廃棄物な

どのカルシウムを含有する有機物を投入し、燃焼設備２

からの燃焼排ガス、更には、焼却施設や自家発電設備で

発生した排ガスなどを炭化装置１に供給し、有機物を温

度３００～７００℃で蒸し焼きして炭化物を得る。炭化

装置１で得られた炭化物を、ロータリーキルンなどの高

温加熱用の炭酸化装置４に供給し、燃焼設備２からの燃

焼排ガス、更には、焼却施設や自家発電設備で発生した

排ガスなど、すなわち、二酸化炭素を含むガスを供給し

、炭化装置１で得られた炭化物に二酸化炭素を含むガス

を供給した状態で７００～１，０００℃で加熱処理し、

アルカリ機能を有する炭酸カルシウムと吸着能を有する

炭素とを含んだ炭化物の炭酸化処理物を製造する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 加 熱 処 理 し て 得 ら れ た 炭 化 物 に 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ
ス を 供 給 し た 状 態 で 加 熱 処 理 し て 得 ら れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処
理 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 に お い て 、
　 炭 素 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｃ Ｏ 3 ） を １ ～ ２ ０ 重 量 ％ 、 そ の 他 の
酸 化 物 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 含 有 し て い る も の で あ る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 温 度 ３ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 し た 後 、 得 ら れ た
炭 化 物 に 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス を 供 給 し た 状 態 で ７ ０ ０ ～ １ ， ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 し 、 ア
ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 と を 含 ん だ 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理
物 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 の 加 熱 処 理 に お け る 熱 源 ま た は 雰 囲 気 ガ ス と し て 、 廃
棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 加 熱
処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 下 水 処 理 場 で 発 生 し た 消 化 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 自 家
発 電 設 備 の 少 な く と も ひ と つ か ら の 排 ガ ス を 用 い る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 の 加 熱 処 理 に お け る 燃 焼 排 ガ ス 生 成 用 の 燃 焼 設 備 に 対
す る 燃 焼 用 空 気 を 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 可 燃 性
ガ ス の 燃 焼 設 備 、 加 熱 処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 下 水 処 理 場 で 発 生 し た 消 化
ガ ス の 燃 焼 設 備 、 自 家 発 電 設 備 の 少 な く と も ひ と つ か ら の 排 ガ ス に よ っ て 加 熱 す る 炭 化 物
の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ 、 ４ 、 ５ の い ず れ か に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス と し て 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発
生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 加 熱 処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 下 水 処 理 場 で
発 生 し た 消 化 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 自 家 発 電 設 備 の 少 な く と も ひ と つ か ら の 排 ガ ス を 用 い る 炭
化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 酸 化 処 理 物 を 、 重 金 属 成 分 を 含 ん
だ 焼 却 炉 飛 灰 を 酸 性 溶 液 に よ っ て 処 理 し た 後 に 得 ら れ る 重 金 属 溶 出 液 に ア ル カ リ 剤 と し て
供 給 す る と と も に 硫 化 剤 を 供 給 し て 混 合 攪 拌 処 理 し 、 硫 化 亜 鉛 を 析 出 さ せ て 回 収 す る こ と
を 特 徴 と す る 焼 却 炉 飛 灰 か ら の 亜 鉛 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 酸 化 処 理 物 を 焼 却 炉 内 に 投 入 し 、
塩 化 水 素 ガ ス お よ び 硫 化 水 素 ガ ス を 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 焼 却 炉 に お け る 排 ガ ス 中 の
酸 性 ガ ス の 処 理 方 法 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 利 用 し た 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 、 そ の 製
造 方 法 、 焼 却 炉 飛 灰 か ら の 亜 鉛 の 回 収 方 法 お よ び 焼 却 炉 に お け る 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス の 処
理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 雑 多 な 一 般 ご み 、 生 活 排 水 を 処 理 し た 下 水 汚 泥 、 産 業 廃 棄 物 と い っ た カ ル シ ウ ム 成 分 を
含 有 す る 有 機 物 は 各 種 の 処 理 方 法 に よ っ て 処 理 さ れ て い る が 、 焼 却 処 理 が 最 も 一 般 的 な 処
理 法 で あ る 。 一 方 、 こ れ ら の カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 有 効 利 用 す る 方 法 と し て
は 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 炭 化 物 処 理 を 行 い 炭 化 物 と し て 有 効 利 用 す る こ と
が 従 来 か ら 行 わ れ 、 例 え ば 、 土 壌 改 良 材 と し て 利 用 す る も の な ど が 知 ら れ て い る （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 雑 多 な 一 般 ご み 、 生 活 排 水 を 処 理 し た 下 水 汚 泥 、 産 業 廃 棄 物 と い っ た カ ル シ ウ ム
成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 焼 却 炉 で 焼 却 処 理 す る 際 に 発 生 す る 飛 灰 に は 、 鉛 や 亜 鉛 な ど 、 処
理 物 の 将 来 の 環 境 汚 染 が 懸 念 さ れ る 重 金 属 が 含 有 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 従 来 、 重 金 属 を 分 離 回 収 す る も の と し て 、 次 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
　 焼 却 炉 飛 灰 に 塩 酸 水 溶 液 あ る い は 硝 酸 水 溶 液 を 添 加 し 、 そ の 後 に 苛 性 ソ ー ダ 、 苛 性 カ リ
等 の ア ル カ リ ま た は そ の 水 溶 液 を 添 加 し 、 鉛 、 亜 鉛 な ど を 水 酸 化 物 と し て 沈 殿 さ せ 、 カ ル
シ ウ ム を 含 む 排 水 を 除 去 し て い る 。 そ の 後 、 硫 酸 水 溶 液 を 添 加 し て 鉛 を 硫 酸 鉛 と し て 沈 殿
分 離 さ せ 、 し か る 後 、 硫 化 剤 を 添 加 し 、 さ ら に ア ル カ リ 剤 を 添 加 す る こ と で 硫 化 亜 鉛 を 析
出 さ せ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ５ ８ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ １ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 で は 、 前 述 し た よ う に 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 の 炭 化 物 を 処 理 す る こ と
に よ っ て 、 よ り 有 効 な 物 質 を 製 造 す る こ と 、 お よ び 、 そ の 生 成 物 を 有 効 利 用 す る 方 法 が 課
題 と な っ て い た 。
　 ま た 、 従 来 の 焼 却 炉 で 焼 却 処 理 す る 際 に 発 生 す る 飛 灰 の 処 理 の 場 合 、 亜 鉛 の 回 収 に 、 苛
性 ソ ー ダ 、 苛 性 カ リ 等 の ア ル カ リ 剤 を 必 要 と し 、 そ れ ら の 薬 剤 消 費 に 起 因 し て 処 理 コ ス ト
が 高 価 に な り 、 大 き な 負 担 と な っ て い た 。
　 更 に 、 焼 却 炉 で 処 理 す る 際 に 、 焼 却 炉 内 で 塩 化 水 素 ガ ス や 硫 化 水 素 ガ ス と い っ た 有 害 ガ
ス が 発 生 し 、 排 ガ ス を 炉 外 に 排 出 す る に は そ れ ら を 処 理 す る 必 要 が あ っ た 。 そ の た め 、 ガ
ス を 処 理 す る た め の コ ス ト が 大 き な 負 担 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 請 求 項 １ 、 ２ お よ び ３ に 係
る 発 明 は 、 ア ル カ リ 機 能 お よ び 吸 着 能 を 有 す る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 を 提 供 で き る よ う に
す る こ と を 目 的 と し 、 請 求 項 ４ 、 ５ お よ び ６ に 係 る 発 明 は 、 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造
に 各 種 排 ガ ス を 有 効 に 利 用 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と し 、 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 炭
化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 を 用 い る こ と に よ り 、 亜 鉛 の 回 収 を 効 果 的 に 行 え る よ う に す る こ と を
目 的 と し 、 ま た 、 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 を 用 い る こ と に よ り 、 酸
性 ガ ス の 処 理 を 効 果 的 に か つ 燃 料 面 で も 有 利 に 行 え る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 は 、 上 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 加 熱 処 理 し て 得 ら れ た 炭 化 物 に 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ
ス を 供 給 し た 状 態 で 加 熱 処 理 し て 得 ら れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 の 代 表 的 な も の と し て は 、 雑 多 な 一 般 ご み 、 生 活 排 水
を 処 理 し た 下 水 汚 泥 、 産 業 廃 棄 物 な ど が 挙 げ ら れ る が 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 む 有 機 性 物 質
、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 む 無 機 物 質 と 有 機 性 物 質 の 混 合 物 、 ま た は 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 む
有 機 性 物 質 と 有 機 性 物 質 の 混 合 物 な ど 、 カ ル シ ウ ム 成 分 と 有 機 性 成 分 を 含 む 物 質 、 ま た は
、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 む 物 質 （ 有 機 性 物 質 を 含 む ） と 有 機 性 成 分 を 含 む 物 質 の 混 合 物 で あ

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-263651 A 2006.10.5



っ て も 良 い 。
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 加 熱 処 理 し て 得 ら れ た 炭 化 物 と は 、 カ ル シ ウ ム 成 分
を 含 有 す る 有 機 物 を 炭 化 処 理 、 ガ ス 化 処 理 ま た は 熱 分 解 し た 後 の 炭 化 物 の こ と を い う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 構 成 に よ れ ば 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す
る 有 機 物 中 に カ ル シ ウ ム 成 分 が 含 ま れ て い る こ と に 着 目 し 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有
機 物 を 加 熱 処 理 し 、 得 ら れ た 炭 化 物 を 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス と 混 合 し て 加 熱 処 理 す る こ と
に よ り 、 炭 化 物 中 に 含 ま れ る 酸 化 カ ル シ ウ ム が 二 酸 化 炭 素 と 結 合 し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 生
成 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 炭 化 物 中 の 炭 素 成 分 が 賦 活 さ れ て 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 を 生 成
す る こ と が で き 、 ア ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 と を 含 ん だ
炭 酸 化 処 理 物 を 得 る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 ア ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 性 能 を 利 用 し 、 得 ら れ た 炭 酸 化 処
理 物 を 用 い て 、 亜 鉛 回 収 の 際 の ｐ Ｈ 調 整 剤 で あ る ア ル カ リ 剤 で あ る と か 、 排 ガ ス 中 の 有 害
酸 性 ガ ス の 処 理 剤 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 更 に は 、 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 の 吸 着 機 能 を
利 用 し て 、 亜 鉛 回 収 の 際 に 硫 化 亜 鉛 を 捕 捉 す る こ と が で き 、 専 用 の 薬 剤 を 使 用 す る 消 費 量
を 低 減 で き る か ら 、 亜 鉛 の 回 収 や 排 ガ ス の 処 理 が 効 果 的 に 行 え る も の を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 は 、 前 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 に お い て 、
　 炭 素 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｃ Ｏ 3 ） を １ ～ ２ ０ 重 量 ％ 、 そ の 他 の
酸 化 物 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 含 有 し て い る も の で あ る 。
　 そ の 他 の 酸 化 物 と し て は 、 二 酸 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ Ｏ 2 ） お よ び 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ 2 Ｏ

3 ） な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 構 成 に よ れ ば 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム お よ び 吸
着 能 を 有 す る 炭 素 の 含 有 量 が 十 分 で あ り 、 ア ル カ リ 剤 な ど の 処 理 剤 と し て 有 効 に 活 用 で き
る か ら 、 亜 鉛 の 回 収 や 排 ガ ス の 処 理 が 効 果 的 に 行 え る も の を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 は 、 前 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す
る た め に 、
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 温 度 ３ ０ ０ ～ 7０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 し た 後 、 得 ら れ た
炭 化 物 に 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス を 供 給 し た 状 態 で ７ ０ ０ ～ １ ， ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 し 、 ア
ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 と を 含 ん だ 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理
物 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 炭 化 物 を 得 る た め の 加 熱 処 理 温 度 を ３ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ℃ と す る の は 、 ３ ０ ０ ℃ 未 満 で は 、
揮 発 成 分 を 十 分 放 出 で き ず 、 一 方 、 ７ ０ ０ ℃ を 超 え る と 、 揮 発 さ れ す ぎ て 炭 化 物 を 十 分 残
す こ と が で き な い か ら で あ る 。
　 ま た 、 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス を 供 給 し た 状 態 で の 加 熱 処 理 温 度 を ７ ０ ０ ～ １ ， ０ ０ ０ ℃
と す る の は 、 ７ ０ ０ ℃ 未 満 で は 、 炭 化 物 中 の 酸 化 カ ル シ ウ ム と 二 酸 化 炭 素 と の 結 合 反 応 が
不 十 分 に な っ て 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 十 分 生 成 で き ず 、 一 方 、 １ ０ ０ ０ ℃ を 超 え る と 、 処 理 物
が ス ラ グ 化 し 、 炭 酸 化 処 理 物 と し て 後 利 用 で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 の 構 成 に よ れ ば 、 カ ル シ ウ ム 成
分 を 含 有 す る 有 機 物 を 温 度 ３ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 す る こ と に よ り 、 揮 発 成 分 を 放 出
し て 炭 化 物 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 炭 化 物 を 温 度 ７ ０ ０ ～ １ ， ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 す
る こ と に よ り 、 炭 化 物 中 の 酸 化 カ ル シ ウ ム と 二 酸 化 炭 素 と を 十 分 結 合 さ せ て ア ル カ リ 機 能
を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 生 成 す る こ と が で き る と と も に 、 炭 化 物 中 の 炭 素 成 分 を 賦 活 し
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て 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 を 生 成 す る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム お よ び 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 を 良 好 に 得 る こ と が で き て 、 ア
ル カ リ 剤 な ど の 処 理 剤 と し て 有 効 に 活 用 で き る か ら 、 亜 鉛 の 回 収 や 酸 性 ガ ス の 処 理 が 効 果
的 に 行 え る も の を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 前 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 の 加 熱 処 理 に お け る 熱 源 ま た は 雰 囲 気 ガ ス と し て 、 廃
棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 加 熱
処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 下 水 処 理 場 で 発 生 し た 消 化 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 自 家
発 電 設 備 の 少 な く と も ひ と つ か ら の 排 ガ ス を 用 い る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 の 構 成 に よ れ ば 、 カ ル シ ウ ム 成
分 を 含 有 す る 有 機 物 の 加 熱 処 理 を 、 排 ガ ス を 利 用 し て 行 う か ら 、 排 熱 を 有 効 に 回 収 で き て
省 エ ネ ル ギ ー 性 を 向 上 で き る と と も に 安 価 に で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 前 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 の 加 熱 処 理 に お け る 燃 焼 排 ガ ス 生 成 用 の 燃 焼 設 備 に 対
す る 燃 焼 用 空 気 を 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 可 燃 性
ガ ス の 燃 焼 設 備 、 加 熱 処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 下 水 処 理 場 で 発 生 し た 消 化
ガ ス の 燃 焼 設 備 、 自 家 発 電 設 備 の 少 な く と も ひ と つ か ら の 排 ガ ス に よ っ て 加 熱 す る よ う に
構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 の 構 成 に よ れ ば 、 カ ル シ ウ ム 成
分 を 含 有 す る 有 機 物 の 加 熱 処 理 に お け る 燃 焼 排 ガ ス 生 成 用 の 燃 焼 設 備 に 対 す る 燃 焼 用 空 気
の 予 熱 を 、 排 ガ ス を 利 用 し て 行 う か ら 、 排 熱 を 有 効 に 回 収 で き て 省 エ ネ ル ギ ー 性 を 向 上 で
き る と と も に 安 価 に で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 前 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 請 求 項 ３ 、 ４ 、 ５ の い ず れ か に 記 載 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス と し て 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発
生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 加 熱 処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 下 水 処 理 場 で
発 生 し た 消 化 ガ ス の 燃 焼 設 備 、 自 家 発 電 設 備 の 少 な く と も ひ と つ か ら の 排 ガ ス を 用 い る よ
う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 の 構 成 に よ れ ば 、 二 酸 化 炭 素 を
含 む ガ ス と し て 排 ガ ス を 利 用 す る か ら 、 炭 酸 ガ ス を 発 生 さ せ る 設 備 を 必 要 と せ ず 、 排 熱 を
有 効 に 回 収 で き て 省 エ ネ ル ギ ー 性 を 向 上 で き る と と も に 安 価 に で き る 。
　 ま た 、 排 ガ ス 中 の 二 酸 化 炭 素 を 反 応 さ せ て 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 生 成 す る か ら 、 二 酸 化 炭 素
の 排 出 量 を 減 少 で き て 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 に 貢 献 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 の 焼 却 炉 飛 灰 か ら の 亜 鉛 の 回 収 方 法 は 、 前 述 の よ う な 目 的 を 達 成 す
る た め に 、
　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 酸 化 処 理 物 を 、 重 金 属 成 分 を 含 ん
だ 焼 却 炉 飛 灰 を 酸 性 溶 液 に よ っ て 処 理 し た 後 に 得 ら れ る 重 金 属 溶 出 液 に ア ル カ リ 剤 と し て
供 給 す る と と も に 硫 化 剤 を 供 給 し て 混 合 攪 拌 処 理 し 、 硫 化 亜 鉛 を 析 出 さ せ て 回 収 す る こ と
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を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 の 焼 却 炉 飛 灰 か ら の 亜 鉛 の 回 収 方 法 の 構 成 に よ れ ば 、 カ ル シ ウ ム 成
分 を 含 有 す る 有 機 物 を 利 用 し て 生 成 し た 炭 酸 化 処 理 物 を 利 用 し 、 炭 酸 化 処 理 物 中 の 炭 酸 カ
ル シ ウ ム を ア ル カ リ 剤 と し て 機 能 さ せ て 硫 化 亜 鉛 を 析 出 さ せ る と と も に 、 そ の 析 出 し た 硫
化 亜 鉛 を 、 炭 酸 化 処 理 物 中 の 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 に 捕 捉 さ せ る こ と が で き る か ら 、 専 用 の
薬 剤 の 使 用 量 を 減 少 で き 、 亜 鉛 の 回 収 を 効 果 的 に 行 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 の 焼 却 炉 に お け る 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス の 処 理 方 法 は 、 前 述 の よ う な
目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 酸 化 処 理 物 を 焼 却 炉 内 に 投 入 し 、
塩 化 水 素 ガ ス お よ び 硫 化 水 素 ガ ス を 処 理 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 の 焼 却 炉 に お け る 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス の 処 理 方 法 の 構 成 に よ れ ば 、
カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 利 用 し て 生 成 し た 炭 酸 化 処 理 物 を 利 用 し 、 炭 酸 化 処 理
物 中 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 焼 却 炉 内 で 発 生 す る 排 ガ ス 中 の 有 害 な 塩 化 水 素 ガ ス お よ び 硫 化 水
素 ガ ス に 反 応 さ せ 、 酸 性 ガ ス を 処 理 す る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 酸 性 ガ ス の 処 理 を 、 専 用 の 薬 剤 の 使 用 量 少 な く 効 果 的 に 行 う こ と が で き る
。
　 ま た 、 炭 酸 化 処 理 物 中 に 含 ま れ る 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 を 補 助 燃 料 と し て 利 用 で き 、 燃 料
面 で も 有 利 に し て 酸 性 ガ ス を 処 理 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 に よ れ ば
、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 中 に カ ル シ ウ ム 成 分 が 含 ま れ て い る こ と に 着 目 し 、 カ
ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 加 熱 処 理 し 、 得 ら れ た 炭 化 物 を 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス と
混 合 し て 加 熱 処 理 す る こ と に よ り 、 炭 化 物 中 に 含 ま れ る 酸 化 カ ル シ ウ ム が 二 酸 化 炭 素 と 結
合 し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 生 成 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 炭 化 物 中 の 炭 素 成 分 が 賦 活 さ れ て
吸 着 能 を 有 す る 炭 素 を 生 成 す る こ と が で き 、 ア ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 吸 着
能 を 有 す る 炭 素 と を 含 ん だ 炭 酸 化 処 理 物 を 得 る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 ア ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 性 能 を 利 用 し 、 得 ら れ た 炭 酸 化 処
理 物 を 用 い て 、 亜 鉛 回 収 の 際 の ｐ Ｈ 調 整 剤 で あ る ア ル カ リ 剤 で あ る と か 、 排 ガ ス 中 の 有 害
酸 性 ガ ス の 処 理 剤 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 更 に は 、 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 の 吸 着 機 能 を
利 用 し て 、 亜 鉛 回 収 の 際 に 硫 化 亜 鉛 を 捕 捉 す る こ と が で き 、 専 用 の 薬 剤 を 使 用 す る 消 費 量
を 低 減 で き る か ら 、 亜 鉛 の 回 収 や 排 ガ ス の 処 理 を 効 果 的 に 行 え る も の を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 お よ び 炭 酸 化 処 理 物 を 用 い た 焼
却 炉 飛 灰 か ら の 亜 鉛 の 回 収 方 法 を 示 す 実 施 例 １ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 ロ ー タ リ ー キ ル ン な ど の 高 温 加 熱 用 の 炭 化 装 置 １ に 燃 焼 設 備 ２ が 接 続 さ れ て い る 。 炭 化
装 置 １ に は 、 雑 多 な 一 般 ご み 、 生 活 排 水 を 処 理 し た 下 水 汚 泥 、 産 業 廃 棄 物 な ど の カ ル シ ウ
ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 が 投 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 燃 焼 設 備 ２ に は 、 都 市 ガ ス 等 の 外 部 燃 料 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス 、 炭 化
処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス 、 下 水 処 理 場 で 発 生 し た 消 化 ガ ス な ど が 供 給 さ れ 、 予 熱 器 ３ を
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介 し て 供 給 さ れ る 燃 焼 用 空 気 と に よ っ て 燃 焼 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 燃 焼 設 備 ２ か
ら の 燃 焼 排 ガ ス 、 更 に は 、 焼 却 施 設 や 自 家 発 電 設 備 で 発 生 し た 排 ガ ス な ど が 加 熱 処 理 に お
け る 熱 源 お よ び 雰 囲 気 ガ ス と し て 炭 化 装 置 １ に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 炭 化 装 置 １ に は 、 廃 棄 物 焼 却 施 設 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス 、 炭 化 処 理 で 発 生 し た 可 燃 性 ガ
ス の 燃 焼 設 備 （ 上 記 燃 焼 設 備 ２ を も 含 む ） で 発 生 し た 蒸 気 や 自 家 発 電 設 備 の 廃 熱 回 収 用 ボ
イ ラ か ら の 蒸 気 な ど が 供 給 さ れ 、 カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 を 温 度 ３ ０ ０ ～ ７ ０ ０
℃ で 蒸 し 焼 き （ 炭 化 処 理 ） し て 炭 化 物 を 得 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 予 熱 器 ３ に は 、 燃 焼 設 備 ２ か ら の 燃 焼 排 ガ ス や 自 家 発 電 設 備 で 発 生 し た 排 ガ ス の 一 部 、
更 に は 、 炭 化 装 置 １ で 発 生 し た 廃 熱 （ ま た 、 後 述 す る 炭 酸 化 装 置 ４ で 発 生 し た 廃 熱 ） な ど
が 供 給 さ れ 、 各 種 の 排 熱 に よ っ て 、 炭 化 処 理 に お け る 燃 焼 排 ガ ス 生 成 用 の 燃 焼 設 備 ２ に 対
す る 燃 焼 用 空 気 を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 炭 化 装 置 １ で 得 ら れ た 炭 化 物 は 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン な ど の 高 温 加 熱 用 の 炭 酸 化 装 置 ４ に
供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 炭 酸 化 装 置 ４ に は 、 燃 焼 設 備 ２ か ら の 燃 焼 排 ガ ス 、 更 に は
、 焼 却 施 設 や 自 家 発 電 設 備 で 発 生 し た 排 ガ ス な ど 、 す な わ ち 、 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス が 供
給 さ れ 、 炭 化 装 置 １ で 得 ら れ た 炭 化 物 に 二 酸 化 炭 素 を 含 む ガ ス を 供 給 し た 状 態 で ７ ０ ０ ～
１ ， ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 し 、 ア ル カ リ 機 能 を 有 す る 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 吸 着 能 を 有 す る 炭 素
と を 含 ん だ 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 を 製 造 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 炭 酸 化 装 置 ４ で 発 生 し た 廃 熱 は 予 熱 器 ３ に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 攪 拌 装 置 を 備 え た 沈 殿 槽 な ど で 構 成 さ れ る 酸 浸 出 装 置 ５ に 、 重 金 属 成 分 を 含 ん だ 焼 却 炉
飛 灰 と 、 硫 酸 な ど の 酸 性 溶 液 と が 供 給 さ れ 、 硫 酸 鉛 を 析 出 さ せ て 回 収 す る と と も に 鉛 以 外
の 重 金 属 を 溶 出 さ せ 、 重 金 属 溶 出 液 を 攪 拌 装 置 を 備 え た 沈 殿 槽 な ど で 構 成 さ れ た 硫 化 装 置
６ に 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 硫 化 装 置 ６ で は 、 酸 浸 出 装 置 ５ か ら の 重 金 属 溶 出 液 と 、 水 素 硫 化 ナ ト リ ウ ム な ど の 硫 化
剤 と 、 炭 酸 化 装 置 ４ か ら の 炭 酸 化 処 理 物 と が 供 給 さ れ て 混 合 攪 拌 処 理 さ れ 、 炭 酸 化 処 理 物
中 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を ア ル カ リ 剤 と し て 作 用 さ せ 、 硫 化 亜 鉛 を 析 出 さ せ る と と も に 炭 酸 化
処 理 物 中 の 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 に 捕 捉 さ せ て 回 収 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 そ の 反 応 式 は 下 記 の 通 り で あ る 。
　 Ｎ ａ Ｓ Ｈ ＋ Ｚ ｎ 2 + → Ｚ ｎ Ｓ ＋ Ｎ ａ + ＋ Ｈ +

【 ０ ０ ３ ２ 】
　 飛 灰 か ら 亜 鉛 を 回 収 す る 場 合 、 硫 酸 等 を 加 え 、 水 素 硫 化 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ Ｓ Ｈ － ２ Ｈ 2

Ｏ ） を 加 え た 後 に ア ル カ リ 剤 を 加 え て ｐ Ｈ ＝ ２ 以 上 に す れ ば 、 硫 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｓ ） が 沈 殿
回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば 、 一 般 廃 棄 物 １ ０ ０ ト ン を 焼 却 し 、 約 ３ ト ン の 飛 灰 が 発 生 し た 場 合 、 亜 鉛 が 約 １
ト ン 程 度 含 有 し て い る と す る 。 こ れ に 硫 酸 約 １ ． ５ ト ン 、 水 素 硫 化 ナ ト リ ウ ム 約 １ ． ４ ト
ン を 加 え る と 硫 化 亜 鉛 が 生 成 す る 。 こ の 溶 液 を ｐ Ｈ ＝ ２ 以 上 と す る に は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム
約 １ ． ５ ト ン が 必 要 と な る 。 し た が っ て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 含 有 率 １ ０ 重 量 ％ の 炭 酸 化 処
理 物 を 約 １ ５ ト ン 供 給 す れ ば 、 硫 化 亜 鉛 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 2は 、 本 発 明 に 係 る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 お よ び 炭 酸 化 処 理 物 を 用 い た 焼
却 炉 に お け る 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス の 処 理 方 法 を 示 す 実 施 例 ２ の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 実 施 例
１ と 異 な る と こ ろ は 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 炭 酸 化 装 置 ４ か ら の 炭 酸 化 処 理 物 を 焼 却 炉 １ １ 内 に 投 入 し 、 炭 酸 化 処 理 物 中
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の 吸 着 能 を 有 す る 炭 素 を 補 助 燃 料 に 利 用 し な が ら 、 炭 酸 化 処 理 物 中 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 、
焼 却 炉 １ １ 内 で 発 生 し た 塩 化 水 素 ガ ス お よ び 硫 化 水 素 ガ ス と 反 応 さ せ 、 塩 化 カ ル シ ウ ム や
硫 酸 カ ル シ ウ ム に 変 化 さ せ る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
そ の 反 応 式 は 下 記 の 通 り で あ る 。
　 Ｃ ａ Ｃ Ｏ 3 → Ｃ ａ Ｏ ＋ Ｃ Ｏ 2

　 ２ Ｈ Ｃ ｌ ＋ Ｃ ａ Ｏ → Ｃ ａ Ｃ ｌ 2 ＋ Ｈ 2 Ｏ
　 Ｈ 2 Ｓ ＋ Ｃ ａ Ｏ ＋ ２ Ｏ 2 → Ｃ ａ Ｓ Ｏ 4 ＋ Ｈ 2 Ｏ
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 焼 却 炉 １ １ に 排 ガ ス 配 管 １ ２ を 介 し て バ グ フ ィ ル タ な ど の 集 塵 装 置 １ ３ が 接 続 さ
れ 、 焼 却 炉 １ １ か ら 排 出 さ れ る 塵 埃 を 集 塵 装 置 １ ３ で 回 収 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 炭 化 装 置 １ お よ び 炭 酸 化 装 置 ４ で 炭 酸 化 処 理 物 を 得 る 工 程 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ り 、 同
一 図 番 を 付 す こ と に よ り そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た カ ル シ ウ ム 成 分 を 含 有 す る 有 機 物 と し て 、 下 水 汚 泥 （ ａ ） お よ び 一 般 ご み （ ｂ
） を 例 に し て 、 そ の 原 料 、 炭 化 物 お よ び 炭 酸 化 処 理 物 の 組 成 （ い ず れ も 重 量 ％ で あ る ） を
挙 げ れ ば 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 通 常 、 下 水 汚 泥 等 の 含 水 率 の 高 い 物 質 は 、 炭 化 物 と す る た め の 加 熱 処 理 を す る 前 処 理 と
し て 、 脱 水 処 理 と そ の 後 の 乾 燥 処 理 等 が 行 な わ れ 、 こ の 前 処 理 に よ っ て 含 水 率 を ４ ０ ％ 以
下 に し て か ら 加 熱 処 理 さ れ る 。 表 中 の 下 水 汚 泥 を 例 に と る と 、 脱 水 処 理 で 含 水 率 ８ ０ ％ の
脱 水 ケ ー キ に し た 後 、 乾 燥 処 理 に よ っ て 含 水 率 ３ ０ ％ の 乾 燥 汚 泥 に し た 後 、 こ れ を 原 料 と
し て 加 熱 処 理 で 炭 化 物 を 得 て い る 。
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　 ま た 、 一 般 ご み で 、 厨 芥 ご み 等 の 含 水 率 ５ ０ ～ ８ ０ ％ の 原 料 に あ っ て は 、 乾 燥 処 理 に よ
っ て 含 水 率 を ４ ０ ％ 以 下 に 低 下 さ せ た 後 、 加 熱 処 理 で 炭 化 物 を 得 る よ う に さ れ る 。
　 表 中 に お い て 、 炭 化 物 中 に お け る カ ル シ ウ ム は 主 と し て 酸 化 カ ル シ ウ ム で あ り 、 炭 酸 化
処 理 物 中 に お け る カ ル シ ウ ム は 主 と し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 お よ び 炭 酸 化 処 理 物 を 用 い た 焼 却
炉 飛 灰 か ら の 亜 鉛 の 回 収 方 法 を 示 す 実 施 例 １ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 炭 化 物 の 炭 酸 化 処 理 物 の 製 造 方 法 お よ び 炭 酸 化 処 理 物 を 用 い た 焼 却
炉 に お け る 排 ガ ス 中 の 酸 性 ガ ス の 処 理 方 法 を 示 す 実 施 例 ２ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 １ … 炭 化 装 置
　 　 ２ … 燃 焼 設 備
　 　 ４ … 炭 酸 化 装 置
　 　 ６ … 硫 化 装 置
　 １ １ … 焼 却 炉
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